
０７　竣工後の使われ方の変遷

2026　竣工

2027 年　入社　社員寮に入る

2034 年　既存住民が生活中

2040 年　人口減少により小さなメッシュ撤去

2036 年　隣人が転属により内壁撤去　部屋が広くなる

2064　退職し壁を撤去、
　　　　　屋根を残しワークスペースに

2050 年　新しい入居者 好みの素材を外壁に

2060 年　入居者が来ないため、内壁撤去
　　　　　　　　パブリックスペースへ

2025 年 2030 年 2040 年 2060 年 2XXX 年

社員寮

集合住宅

食堂

2046 年　食堂の規模縮小、一部をバルコニーへ

2070 年　食堂が本社へ移転し、大メッシュを撤去、全てバルコニーへ

2029 年　食堂が社員で賑わう

20XX 年　大メッシュの分解、再構築を繰り返し年月が流れ、
敷地周辺の海面推移が上昇、水上建築のきっかけを生む。


